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中型動物（子牛・豚）を対象とした
機動性と機能性に富む手術台の開発
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背景と目的
ウシ（子牛、育成牛）やブタ（子豚～経産豚）を
対象とした、機動性と機能性に富み、生産現場でも
利用できる市販の手術台（保定装置）は、殆んど見
当たらない。
子牛の臍部手術は、床や軽トラックの荷台上で実

施することが多く、豚では、胚移植の処置等で利用
可能な保定装置が少ない。

これらに対応可能な手術台を製作する

【基本構想】

≪動物と術者双方に安全かつ衛生的に処置が可能≫

機動性（可搬式）：軽トラックやバンの荷台に積載可能

全長 147 cm 高さ 38～101 cm 重量 95 kg 耐荷重 500 kg
機能性：パンタグラフ式昇降

側板角度2段階 (45°, 60°) 四肢保定ステー（上下）
サブテーブルと連結可能

四肢の保定方向を上下に選択で
きるため、術者の動作を妨げな
い。
側板角度が2段階に設定可能
動物の大きさに応じサブテーブ
ルで長さを調節可能

生産現場において、衛生的かつ
術者は少ない負担で施術できる。

保温装置の併用で、術中の出血
量の低減や、スムースな麻酔回
復が見込める。

特 性 期待できる効果



麻布大学 研究推進・支援本部
麻布大学 研究推進・支援本部

〒252-5201 神奈川県相模原市中央区淵野辺1-17-71 TEL:042-754-7111(ext.438) FAX:042-850-2511
E-mail: research@azabu-u.ac.jp      URL: http://www.azabu-u.ac.jp/sgk/ 担当：根本，渡邉

側板角度調節ステー 足保定ステー（下）足保定ステー（上）

加温装置併用時

特許出願中：特願2015-104605

メインテーブル サブテーブル 連結時

使用例

子牛（BW 60kg）

子豚（BW 58kg）
経産豚（BW 185kg）
サブテーブル連結


